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【募集作品】日本語で書かれた未発表小説。テーマ・ジャンルは不問。

千代田区縁の人物や区内の名所・旧跡、歴史などを題材にした 

作品を歓迎します。（ただし、このことの有無が選考の基準と 

はなりません。） 

【応募資格】年齢・住所・職業は問いません。 

【原稿枚数】Ａ４サイズの用紙（横長）に 40字×40行の縦書きで印字し 

30 枚以内。 

【選考委員】作家：逢坂剛氏・唯川恵氏・角田光代氏 

※大賞とは別に、区の持つ文化的・歴史的魅力をアピールする作品を

千代田賞として表彰します。

【お問合せ】〒１０２-８６８８ 千代田区九段南１-２-１

千代田区文化振興課 「ちよだ文学賞」係 

電話 ０３-５２１１-３６２８ 

 E ﾒｰﾙ bunkashinkou@city.chiyoda.lg.jp 

 

   Ｅメール bunkashinkou@city.chiyoda.lg.jp 

◆詳細は区ホームページ・募集要項でご確認ください。

主催／千代田区 
共催／読売新聞社  後援／小学館 
協力／三省堂書店・東京都書店商業組合千代田支部 

神田古書店連盟・東京堂書店・（一社）日本書籍出版協会 
本の街 神保町を元気にする会 
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表 3 表 2

神保町が好きだ！
神保町が好きだ！　第13号　2019年 10月 11日発行

発行人：八木壯一（八木書店）
発行所：本の街・神保町を元気にする会
　　　　〒101-0051　
　　　　東京都千代田区神田神保町1-1 三省堂書店神保町本店内
　　　　電話03-3295-1881

編集：株式会社風讃社「ナビブラ神保町」編集部（校條 真）
印刷：モリモト印刷株式会社

【参考文献・写真提供】（順不同）

『神保町が好きだ！Vol.５～Vol.８、Vol.11』、『飯澤文夫書誌選集Ⅱ　本の街・神保町
で過して』飯澤文夫（元明治大学図書館勤務、明治大学史資料センター研究調査員）、

『神保町─近代の歩み』長谷川 怜（皇學館大学文学部 国史学科助教授）、神奈川近代
文学館、東京大学出版会、明治大学史資料センター、神田古書店連盟、千代田区教育
委員会、岩波書店、三省堂書店、東京堂、漢陽楼、レオ マカラズヤ、『神保町公式ガ
イドVol.３』（風讃社「ナビブラ神保町」編集部＋壬生 篤）

【編集協力】

飯澤文夫、大久保徹也、小藤田正夫、佐藤善孝、野上 暁、長谷川 怜、八木壯一

本をモチーフにした半蔵門線と都営新宿線の壁画 神
保
町
が
好
き
だ
！
　
⑬
　
―
目
次

【
特
集
】
い
か
に
し
て“
本
の
街
”は
で
き
た
の
か
。

〈
第
１
部
〉

す
る
っ
と
お
さ
ら
い
！

神
保
町
の
駆
け
足
１
５
０
年 

 
 

1

江
戸
時
代
、
神
保
町
界
隈
は
辻
斬
り
や
仇
討
ち
が
横
行
／
明
治
時
代

は
４
つ
の
街
に
／
護
持
院
ケ
原
に
作
ら
れ
た
東
京
大
学
／
学
生
街
の

発
展
と
モ
ダ
ン
な
様
相
／
学
生
街
の
形
成
は
古
書
店
と
新
刊
書
店
の

誕
生
へ
／
明
治
・
大
正
と
２
度
の
大
火
に
見
舞
わ
れ
た
後
の
復
活
劇

／
路
面
電
車
で
各
地
か
ら
人
が
来
る
／
カ
フ
ェ
ー
街
「
新
天
地
」
の

ネ
オ
ン
と
ジ
ャ
ズ
／
中
国
人
留
学
生
が
闊
歩
し
た
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン

／
空
襲
か
ら
奇
跡
的
に
焼
失
を
免
れ
た
古
書
店
街

〈
第
２
部
〉

な
る
ほ
ど
神
保
町
！

文
化
・
エ
ン
タ
メ
よ
も
や
ま
話 
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夏
目
漱
石
作
品
の
神
保
町
の
“
原
風
景
”／
芥
川
が
谷
崎
を
誘
っ
て
、

カ
フ
ェ
ー
で
暇
つ
ぶ
し
!?
／
映
画
館
も
花
盛
り
、
文
化
の
香
り
高
き

神
保
町
／
画
一
化
し
て
い
く
学
生
街
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
街
と
変
わ
ら

な
い
!?
／
昭
和
か
ら
平
成
の
30
年
を
経
て
、
令
和
の
時
代
も
「
や
る

ぞ
！ 
神
保
町
！
」

ご
挨
拶

　
江
戸
時
代
、
旗
本
の
「
神
保
長
治
」
の
屋
敷
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
神
田
神
保
町
。
本
の
街
と
し

て
、
日
本
の
み
な
ら
ず
海
外
に
も
そ
の
名
は
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
型
の
新
刊
書
店
や
世
界
一
の
軒
数
を
誇
る
古
書

店
、
多
く
の
出
版
社
や
編
集
制
作
会
社
も
あ
る
“
知
の
集

積
地
”
で
す
。

　
加
え
て
カ
レ
ー
・
喫
茶
・
和
食
・
中
華
・
洋
食
な
ど
、

古
く
か
ら
の
老
舗
店
か
ら
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
店
ま
で
、

神
保
町
は
魅
力
あ
る
一
大
グ
ル
メ
タ
ウ
ン
で
も
あ
り
ま

す
。
少
し
足
を
延
ば
せ
ば
お
茶
の
水
は
音
楽
と
楽
器
の

街
、
小
川
町
は
ス
ポ
ー
ツ
の
街
、
そ
し
て
昔
も
今
も
学
生

街
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
今
号
の
特
集
で
は
、
そ
ん
な
新
し
い
街
・
神
保
町
の
歴

史
を
紐
解
き
、
主
に
明
治
以
降
の
１
５
０
年
の
歩
み
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。
誌
面
の
都
合
で
か
な
り
の
駆
け

足
で
す
が
、
魅
力
あ
る
街
・
神
保
町
の
一
端
を
秘
蔵
写
真

で
ご
理
解
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
さ
あ
、
皆
さ
ん
の
好
奇
心
を
刺
激
す
る
「
神
保
町　
今

昔
も
の
が
た
り
」
へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！

 

本
の
街
・
神
保
町
を
元
気
に
す
る
会



1

江
戸
時
代
、
神
保
町
界
隈
は
辻
斬
り
や 

仇
討
ち
が
横
行
す
る
土
地
だ
っ
た

　

本
の
街
・
神
田
神
保
町
は
、
書
店
街
と

し
て
形
成
さ
れ
て
か
ら
一
世
紀
以
上
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
１
１
３
年
前
の

１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
に
は
、
既
に
１

０
６
軒
の
書
店
が
ひ
し
め
い
て
い
ま
し

た
。

　

さ
て
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
遡
っ
て
、
江

戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
し

ょ
う
。
当
時
、
神
田
地
域
は
東
側
に
町
人

地
、
西
側
に
武
家
地
と
い
う
二
面
性
が
あ

り
、
と
く
に
神
田
神
保
町
か
ら
神
田
錦
町

辺
り
に
か
け
て
の
一
帯
は
「
護ご

持じ

院い
ん

ケが

原は
ら

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

護
持
院
と
は
将
軍
家
の
祈
願
・
祈
祷
を

な
っ
た
の
で
す
。
森
鴎
外
の
作
品
に
も

『
護
持
院
原
の
敵
討
』
と
い
う
短
編
が
あ

り
、
武
家
屋
敷
が
あ
っ
た
近
く
に
、
護
持

勤
め
た
真
言
宗

寺
院
の
こ
と
で
、

１
７
１
７
（
享

保
２
）
年
に
火

事
で
焼
失
し
、

以
後
、
護
国
寺

（
現
・
文
京
区
）

に
移
転
し
、
そ

の
跡
地
が
防
火

の
た
め
の
広
大

な
火ひ

除よ

け
地
に

◀
神
田
錦
町
三
丁
目
「
錦
三
会
児
童
遊
園
」
に
ひ
っ
そ
り
と
立
つ
「
ご
じ
い
ん
が
は
ら
跡
」
の
碑
。

▲テレビや映画のロケに使われ
る「神田猿楽町町会詰所」。

す
る
っ
と
お
さ
ら
い
！

神
保
町
の
駆
け
足
１
５
０
年

い
か
に
し
て
“
本
の
街
”
は
で
き
た
の
か

【
第
１
部
】

特 集
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院
ケ
原
と
い
う
土
地
が
あ

っ
た
と
い
う
の
も
不
思
議

な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
周
辺

の
武
家
屋
敷
に
は
、
元
禄

年
間
（
１
６
８
８
〜
１
７

０
４
）
に
、
現
在
の
さ
く

ら
通
り
（
救
世
軍
本
部
の

横
）
沿
い
に
神
保
長
治
と

い
う
旗
本
の
屋
敷
が
あ

り
、
そ
の
前
の
通
り
が

｢

神
保
小
路｣

と
呼
ば
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
明
治

に
入
り｢

表
・
裏
・
南
・

北｣

が
頭
に
付
い
た
「
神

保
町
」
と
い
う
地
域
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
一
ツ
橋
は
さ

ら
に
歴
史
が
古
く
、
徳
川

家
康
が
江
戸
入
府
の
頃
、

平
川（
現
在
の
日
本
橋
川
）

に
架
け
ら
れ
た
橋
の
名
称

尾張屋版切絵図　文久3年（1863年）

蕃書調所護持院ケ原 神保乃守

亀井吉十郎

▲おびただしい数の武家屋敷の中に、「神保」と「神保小路」と
いう名前が見て取れる。「亀井吉十郎」は三省堂書店の創業一族。

▶
天
保
年
間
頃
の
護
持
院
ケ
原
。
現
在
の
神
保
町
か
ら
錦
町
辺
り
。



3

に
由
来
す
る
も
の
で
す
。

明
治
時
代
は
、 

４
つ
の
街
に
分
か
れ
て
い
た
神
保
町

　

江
戸
期
の
武
家
地
に
は
、
地
域
の
俗
称

（
小
川
町
・
駿
河
台
な
ど
）
は
あ
っ
て

も
、
町
人
地
で
は
な
い
の
で
町
名
は
つ
い

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
８
７
１
（
明
治

４
）
年
に
大
区
小
区
制
が
敷
か
れ
、
神
保

町
辺
り
は
「
第
四
大
区
一
、
二
小
区
」
と

な
り
、
町
名
も
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
11
月
に
大
区

「
北
神
保
町
」（
現
在
の
靖
国
通

り
の
北
側
の
地
域
）
の
４
つ
が

あ
り
、こ
れ
ら
に
「
仲
猿
楽
町
」「
猿
楽
町
」

「
今
川
小
路
」「
一
ツ
橋
通
町
」
を
加
え
た

小
区
制
が
廃
止
さ
れ
、「
東
京

府
神
田
区
」
が
誕
生
し
、
神
保

町
地
域
も
そ
の
一
部
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
神
保
町
（
町
名
と
し

て
は
「
神
田
神
保
町
」）
は
１

つ
で
す
が
、
か
つ
て
は
「
表
神

保
町
」（
現
・
神
田
小
川
町
三

丁
目
や
三
井
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の

地
域
）、「
裏
神
保
町
」（
現
在

の
す
ず
ら
ん
通
り
と
靖
国
通
り

に
挟
ま
れ
た
地
域
）、「
南
神
保

町
」（
現
在
の
さ
く
ら
通
り
と

靖
国
通
り
に
挟
ま
れ
た
地
域
）、

尾張屋版切絵図　文久3年（1863年）

蕃書調所護持院ケ原 神保乃守

亀井吉十郎

▲明治36年頃の地図では、「表神保町」「裏神保町」「南神保町」「北神保町」
の町名や古書店名がわかる。

▲南神保町にあった旧・伊東玄朴（蘭方医、幕府奥
医師）の屋敷を借りて、原胤昭が 1897（明治30）
年に私営で開設した「東京出獄人保護所」。1903（明
治36）年度の市区改正事業により道路が拡幅され、
この屋敷は取り壊された。（『出獄人保護』原胤昭著）
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大
ま
か
な
範
囲
が
神
田
神
保
町
で
す
。

護
持
院
ケ
原
に
作
ら
れ
た
も
の
、 

そ
れ
は
東
京
大
学
だ
っ
た
！

　

近
代
国
家
に
な
る
た
め
に
、
明
治
政
府

は
教
育
を
重
視
し
た
の
で
学
校
の
建
設
を

進
め
ま
し
た
。
こ
の
一
帯
は
江
戸
時
代
の

武
家
屋
敷
や
火
除
け
地
な
ど
の
広
い
土
地

が
多
か
っ
た
た
め
、
明
治
10
年
代
に
は
、

多
く
の
学
校
が
設
立
さ
れ
（
最
初
は
官
立

学
校
）、
周
辺
に
は
学
生
相
手
の
下
宿
屋

が
建
ち
並
び
ま
し
た
。

　

今
で
も
そ
の
息
吹
を
感
じ
ら
れ
る
の
が

神
保
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
存
在
で
も
あ

る
学
士
会
館
で
す
。
こ
の
一
帯
は
江
戸
時

代
後
期
、
護
持
院
ケ
原
の
一
部
で
し
た
。

も
と
も
と
洋
学
研
究
と
教
育
の
た
め
に
、

１
８
５
６
（
安
政
３
）
年
に
発
足
し
た
江

戸
幕
府
直
轄
の
教
育
機
関
＝
「
蕃ば
ん

書し
ょ

調し
ら
べ

所し
ょ

」
が
移
転
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
こ
の
時
期
、
洋
学
は
国
家
の
急
を
要

す
る
教
育
的
課
題
と
な
り
、
そ
の
た
め
に

大
き
な
施
設
が
必
要
だ
っ
た

の
で
す
。

　

こ
の
施
設
が
母
体
と
な
っ

て
「
開
成
所
」「
南
校
」
と

名
称
を
変
え
、
明
治
維
新
後

こ
の
学
士
会
館
の
場
所
に

「
開
成
学
校
」
が
作
ら
れ
て
、

１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
、

東
京
大
学
の
３
学
部
（
法

学
・
理
学
・
文
学
）
が
誕
生

し
た
の
で
す
。
し
か
し
こ
の

地
に
あ
っ
た
期
間
は
短
く
、

１
８
８
５
（
明
治
18
）
年
ま

で
に
本
郷
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　

学
士
会
館
の
敷
地
内
に
は

「
東
京
大
学
発
祥
の
地
」
の

記
念
碑
が
あ
り
、「
我
が
国

の
大
学
発
祥
地
」
と
高
ら
か

に
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
足
を
運
ん
で
ご
覧
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
明
治
10
年

▲1869（明治2）年1月、現在の学士会館の場所に東京大学の母体となる開成学校が開校した。
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代
は
東
京
大
学
の
誕
生
を
き
っ
か
け
に
し

て
、
い
く
つ
か
の
官
立
学
校
と
私
立
学
校

が
設
立
さ
れ
、
こ
こ
に
名
だ
た
る
「
神
田

の
学
生
街
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

１
８
８
０
（
明
治
13
）
年
、
神
田
駿
河

台
に
東
京
法
学
社
（
法
政
大
学
）
開
校
。

京
橋
区
木
挽
町
に
専
修
学
校
（
専
修
大

学
）
開
校
（
５
年
後
に
今
の
神
田
神
保
町

三
丁
目
に
移
転
）。

１
８
８
５
（
明
治

18
）
年
、
神
田
錦
町

二
丁
目
に
英
吉
利
法

律
学
校
（
中
央
大

学
）
開
校
。
１
８
８

６
（
明
治
19
）
年
、

共
立
女
子
職
業
学
校

（
共
立
女
子
学
園
）

開
校
。
同
年
、
有
楽

町
か
ら
駿
河
台
に
明

治
法
律
学
校
（
創
立

は
１
８
８
１
〈
明
治

14
〉
年
、
明
治
大

学
）
が
移
転
。
１
８
８
９
（
明
治
22
）

年
、
日
本
法
律
学
校
（
日
本
大
学
）
開

校
、
と
い
う
よ
う
に
。

　

ま
た
明
治
時
代
に
な
る
と
、
新
政
府
の

高
官
や
京
都
か
ら
東
上
し
て
き
た
公
家
た

ち
が
住
む
よ
う
に
な
り
、
そ
の
土
地
が
払

い
下
げ
ら
れ
て
、
神
保
町
は
大
学
や
下
宿

屋
が
建
ち
並
ぶ
街
に
な
り
ま
し
た
。

◀
▼
学
士
会
館
に
は
、
１
９
９
１
（
平
成
３
）

年
に
建
立
さ
れ
た
「
東
京
大
学
発
祥
の
地
」

記
念
碑
の
ほ
か
に
、
日
本
に
初
め
て
野
球
を

伝
え
た
ホ
ー
レ
ス
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
野
球
殿

堂
入
り
を
記
念
し
て
、
２
０
０
３
（
平
成
15
）

年
に
「
日
本
野
球
発
祥
の
地
」
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
が
作
ら
れ
た
。
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一
方
、
高
台
に
あ
る
駿
河
台
は
官
僚
、

三
菱
財
閥
二
代
目
社
長
・
岩
崎
弥
之
助
、

元
老
・
西
園
寺
公
望
ら
が
住
む
高
級
住
宅

街
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
要
因
が
重
な
り
合

っ
て
、
学
生
た
ち
が
教
科
書
や
参
考
書
を

売
り
買
い
し
た
り
、
高
官
た
ち
が
得
意
客

に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の
古
書
店

街
を
形
成
す
る
端
緒
と
な
っ
た
の
で
す
。

学
生
街
の
発
展
と
共
に
、 

街
も
モ
ダ
ン
な
様
相
を
呈
し
て
き
た

　

明
治
時
代
、
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
の

ほ
か
に
は
、
勧か
ん

工こ
う

場ば

（
現
在
の
百
貨
店
）、

貸
席
（
集
会
や
演
説
会
の
た
め
の
施
設
。

会
合
や
食
事
の
た
め
に
料
金
を
と
っ
て
貸

す
部
屋
）、
旅
館
、
映
画
館
、
カ
フ
ェ

ー
、
病
院
な
ど
の
様
々
な
施
設
が
神
保
町

に
建
ち
並
び
ま
し
た
。

　

勧
工
場
は
、
明
治
30
年
代
頃
に
は
東
京

だ
け
で
20
ヶ
所
以
上
が
建
設
さ
れ
、
神
保

町
界
隈
に
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
勧
工

場
に
は
生
活
用
品
・
文
具
・
衣
服
な
ど
の

商
品
が
並
び
、
ま
た
楽
隊
や
ダ
ン
サ
ー
に

よ
る
演
奏
も
行
わ
れ
て
、
人
々
の
購
買
意

欲
を
誘
い
ま
し
た
。

【
洽こ
う

集し
ゅ
う

館か
ん

】（
表
神
保
町
１
番
地
）

　

１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
開
業
。
煉
瓦

造
り
の
大
型
施
設
で
し
た
が
、
10
年
後
の

神
田
の
大
火
に
よ
り
焼
失
。
そ
の
後
、
新

築
し
ま
し
た
が
新
た
に
開
業
し
た
東
明
館

と
の
競
合
に
敗
れ
て
、
経
営
者
が
変
わ
り

南
明
館
と
改
称
し
ま
し
た
。

【
南
明
館
】（
表
神
保
町
１
番
地
）

　

洽
集
館
焼
失
後
、
新
館
を
建
設
し
ま
し

▲南明館は、音楽隊やダンサーによる公演があって、多くの人々が娯
楽を楽しんだ。
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た
が
奮
わ
ず
、
経
営
者
が
変
わ
っ

て
１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
に
新

装
開
店
。
音
楽
隊
や
ダ
ン
サ
ー
に

よ
る
公
演
が
あ
り
、「
一
度
館
内

に
入
れ
ば
装
飾
品
は
勿
論
、
家
具

に
至
る
迄
」
何
で
も
揃
っ
た
と
い

い
ま
す
。
１
９
１
９
（
大
正
８
）

年
に
廃
業
。
建
物
の
半
分
は
取
り

壊
さ
れ
て
貸
席
と
な
っ
た
あ
と
、

南
明
座
（
映
画
館
）
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
東
明
館
】（
裏
神
保
町
１
番
地
）

　

１
８
９
２
（
明
治
25
）
年
、
洽

集
館
が
焼
失
し
た
あ
と
、「
衆
庶

の
利
便
を
失
は
む
こ
と
を
恐
れ

て
」
今
の
駿
河
台
下
に
開
業
。
煉

瓦
造
り
で
、
出
店
数
80
店
を
誇
る

陳
列
商
品
の
多
さ
で
ほ
か
の
勧
工

場
を
圧
倒
し
ま
し
た
。

　

神
保
町
を
代
表
す
る
ビ
ヤ
ホ
ー

ル
「
ラ
ン
チ
ョ
ン
」
は
、
こ
の
東

明
館
の
一
角
に
店
を
開
い
た
の
が
始
ま
り

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
街
の
形
成
は
、 

古
書
店
と
新
刊
書
店
の
誕
生
へ

　

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
大
学
や
専
門

学
校
が
開
校
す
る
と
、
教
科
書
を
売
り
買

い
す
る
商
売
が
成
り
立
ち
ま
す
。
現
在
の

神
田
神
保
町
二
丁
目
に
は
、
法
学
専
門
誌

『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
や
六
法
全
書
で
名
高
い

出
版
社
・
有
斐
閣
が
あ
り
ま
す
。
創
業
者

は
、
武
蔵
国
忍お
し

藩は
ん

（
現
在
の
行
田
市
）
の

武
士
で
し
た
が
、
江
戸
幕
府
が
瓦
解
し
て

芝
の
本
屋
で
修
業
を
し
、
そ
の
後
神
保
町

で
１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
に
古
本
商

「
有
史
閣
」
と
し
て
創
業
。
ほ
ど
な
く
法

律
書
の
出
版
社
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
現
在
も
神
保
町
を
代

表
す
る
有
名
書
店
や
出
版
社
の
い
く
つ
か

が
、
今
と
同
じ
場
所
で
創
業
し
ま
し
た
。

　

書
店
や
古
書
店
で
は
、
１
８
８
１
（
明

治
14
）
年
、
三
省
堂
書
店
と
中
西
屋
書
店

▲明治25年7月に開業した総煉瓦造りの東名館。風格のある華やかな勧工場であった。
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（
丸
善
）
開
業
。
１
８
８
６
（
明
治
19
）

年
、
冨
山
房
開
業
。
１
８
９
０
（
明
治

23
）
年
、
東
京
堂
書
店
開
業
。
１
９
０
３

（
明
治
36
）
年
、
新
潟
県
長
岡
市
で
開
業

し
た
一
誠
堂
書
店
が
、
３
年
後
の
１
９
０

６
（
明
治
39
）
年
に
神
保
町
に
移
転
。
当

時
は
、
古
書
店
と
新
刊
書
店
が
は
っ
き
り

区
別
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
省
堂

書
店
の
創
業
者
は
、
今
の
明
治
大

学
の
場
所
に
屋
敷
が
あ
っ
た
亀
井

家
（
２
頁
上
図
参
照
）
で
し
た

が
、
大
政
奉
還
で
静
岡
に
行
き
、

１
８
７
３
（
明
治
６
）
年
に
東
京

に
戻
っ
て
麹
町
で
下
駄
屋
を
開
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
類
焼
に
遭
っ

て
、
神
保
町
で
１
８
８
１
（
明
治

▲1917（大正6）年頃の岩波書店。右隅に「漱石全集刊行會」と
の表示があり、夏目漱石との関係の深さがうかがえる。

▲1907（明治40）年頃の東京堂書店。東京堂は1891（明治24）年に小売業のほか、書籍の取次業と出版業
も展開した。



9

14
）
年
に
古
本
屋
を
開
業
す
る
と
と
も

に
、
出
版
事
業
も
始
め
た
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
三
省
堂
書
店
が
関
東
大
震

災
後
、
新
店
舗
で
蘇
っ
た
の
が
１
９
２
９

（
昭
和
４
）
年
。
こ
の
と
き
打
ち
出
し
た

コ
ン
セ
プ
ト
は
「
学
生
の
デ
パ
ー
ト
」
で

し
た
。
書
籍
の
ほ
か
、
文
具
・
学
生
服
・

社
創
業
。
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
、
岩

波
書
店
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
創
業
。
１
９

１
４
（
大
正
３
）
年
、
平
凡
社
創
業
。
１

９
２
２
（
大
正
11
）
年
、
小
学
館
創
業
。

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
、
文
藝
春
秋
創

業
。
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
、
集
英
社

創
業
。
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
、
二
見

化
粧
品
・
雑
貨
な
ど
を
取

り
扱
い
、
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

も
設
置
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
代
の
主
な
出
版

社
の
誕
生
を
見
て
み
る

と
、
１
８
７
７
（
明
治

10
）
年
、
有
斐
閣
創
業
。

１
８
８
７
（
明
治
20
）

年
、
博
文
館
（
東
京
堂
）

創
業
。
１
８
９
６
（
明
治

29
）
年
、
新
声
社
（
今
の

新
潮
社
）
創
業
。
１
８
９

７
（
明
治
30
）
年
、
実
業

之
日
本
社
創
業
。
１
９
０

９
（
明
治
42
）
年
、
講
談

◀
時
代
は
進
ん
で
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
頃
の
古
書
店
街
。
本
を
物
色
す
る
学
生

で
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
。

▲1881（明治14）年、古書店として誕生した三省堂書店。創業者一族の亀井家は駿河台に屋敷があった。
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書
房
創
業
。
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、

角
川
書
店
創
業
。
１
９
４
８
（
昭
和
23
）

年
、
中
央
経
済
社
創
業
。
１
９
５
９
（
昭

和
34
）
年
、
日
本
文
芸
社
創
業
と
な
っ
て

お
り
、
太
字
の
出
版
社
は
今
で
も
千
代
田

区
内
に
会
社
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
て
名
実
と
も
に
〝
本
の
街
〞
と

し
て
の
名
声
を
築
き
上
げ
て
き
た
神
保
町

で
す
が
、
江
戸
時
代
、
出
版
社
や
書
店
が

立
ち
並
ぶ
中
心
街
は
日
本
橋
界
隈
で
し

た
。

　

歌
麿
や
写
楽
の
出
版
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
名
高
い
蔦つ
た

屋や

重じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

が
進
出
し

た
の
も
、
日
本
橋
の
通
と
お
り

油あ
ぶ
ら

町
。
神
保
町

は
江
戸
の
出
版
文
化
の
発
展
に
よ
っ
て
で

き
た
街
で
は
な
く
、
大
学
や
専
門
学
校
の

学
生
や
教
師
と
い
う
新
た
な
読
者
層
に
支

え
ら
れ
て
誕
生
し
た
街
な
の
で
す
。

　

と
同
時
に
、「
思
想
の
変
革
・
技
術
の

変
革
・
流
通
の
変
革
」
と
い
う
時
代
の
波

に
乗
っ
て
発
展
を
し
て
い
く
の
で
す
。

明
治・大
正
と
２
度
の
大
火
に
見
舞
わ
れ
た
、

そ
の
後
の
復
活
劇
！

　
「
火
事
と
喧
嘩
は
江
戸
の
華
」
と
言
わ

れ
ま
す
が
、「
学
生
に
次
い
で
神
田
の
名

物
は
火
事
で
あ
ろ
う
」
と
書
い
た
の
は
、

文
豪
・
谷
崎
潤
一
郎
の
弟
で
英
文
学
者
の

谷
崎
精
二
（「
神
保
町
辺
」／『
大
東
京
繁

昌
記　

山
手
篇
』
１
９
２
８
〈
昭
和
３

年
〉
刊
所
収
）
で
す
。
神
保
町
も
１
８
８

０
（
明
治
13
）
年
、
１
８
８
１
（
明
治

14
）
年
の
ほ
か
、
た
び
た
び
大
火
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

１
８
９
２
（
明
治
25
）
年
４
月
９
日
夜

半
、「
明
治
の
神
田
大
火
」
が
発
生
。『
東

京
古
書
店
組
合
五
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、

「
火
元
は
猿
楽
町
で
、
神
保
町
か
ら
錦
町

に
ま
で
燃
え
拡
が
っ
て
、
冨
山
房
、
東
京

堂
な
ど
が
焼
失
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
２
月

20
日
夜
半
に
、「
大
正
の
神
田
大
火
」
が

発
生
し
、
そ
の
被
害
は
「
明
治
の
大
火
」

を
上
回
る
甚
大
な
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は

一
夜
に
し
て
三
崎
町
か
ら
神
保
町
、
猿
楽

町
一
帯
を
焼
き
尽
く
す
も
の
で
し
た
。

　
「
三
崎
町
か
ら
火
を
発
し
猿
楽
町
、
裏

神
保
町
、
表
神
保
町
を
一
な
め
に
し
て
、

錦
町
ま
で
、
約
五
千
戸
を
焼
き
つ
く
し
」

（
野
田
宇
太
郎
『
東
京
文
学
散
歩
』）、「
一

夜
の
う
ち
に
神
田
古
書
店
街
を
焼
野
原
に

変
え
た
の
で
あ
る
」（『
東
京
古
書
店
組
合

五
十
年
史
』）。

　

こ
う
し
た
数
々
の
大
火
を
く
ぐ
り
抜

け
、
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
か
ら
は
第

一
次
世
界
大
戦
の
好
景
気
に
も
乗
っ
て

「
出
版
の
興
隆
と
と
も
に
、
業
界
は
栄
え

に
栄
え
た
」
と
『
東
京
古
書
店
組
合
五
十

年
史
』
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
９

月
１
日
午
前
11
時
58
分
に
起
こ
っ
た
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
９
の
関
東
大
震
災
で

神
保
町
一
帯
は
焼
け
野
原
と
化
し
、
大
正

初
期
の
近
代
建
築
の
代
表
だ
っ
た
東
京
堂

本
店
も
焼
失
し
ま
し
た
。
死
者
・
行
方
不
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明
者
は
、
じ
つ
に
10
万
５
千
人
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

作
家
の
田
山
花
袋
は
、「
突
然
の
家
鳴

り
振
動
の
物
凄
さ
と
、
周
り
の
棚
の
倒
れ

る
音
に
、
事
務
室
に
い
た
者
は
、
と
っ
さ

に
机
の
下
に
頭
を
突
っ
込
ん
で
い
た
」

（『
東
京
堂
百
年
の
歩
み
』）
と
記
し
、
翌

年
発
表
し
た
『
東
京
震
災
記
』
で
は
、
九

段
坂
上
か
ら
見
た
神
保
町
方
面
の
風
景
を

次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
ま
す
。

　
「
私
は
一
面
に
焼
野
原
で
、
目
の
及
ぶ

限
り
殆
ど
灰
燼
に
な
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ

の
な
い
の
を
見
た
。
ニ
コ
ラ
イ
堂
の
半
ば

焼
け
落
ち
て
い
る
の
も
、
駿
河
台
か
ら
神

保
町
に
か
け
て
処
々
に
建
物
の
残
骸
が
聳

え
て
い
る
の
も
、
神
田
明
神
の
焼
け
た
あ

と
の
台
地
の
ガ
ラ
ン
と
し
て
い
る
の
も
、

何
も
彼
も
そ
の
火
災
の
い
か
に
烈
し
か
っ

た
か
を
語
り
尽
く
し
て
余
り
あ
る
の
を
見

た
」。
そ
し
て
、「
全
く
廃
墟
だ
！　

都
会

の
廃
墟
だ
！
」
と
花
袋
は
嘆
く
の
で
す
。

　

大
震
災
で
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
廃
墟
と
な

▲▼1913（大正2）年の「神田大火」と、それを報じる東京朝日新聞。
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▶
右
側
の
高
い
塔
の
建
物
は
文
房
堂
。
左
奥
に
は
靖
国
神
社
の
大
鳥
居
が
見
え
る
。

◀
神
田
駿
河
台
交
差
点
付
近
の
惨
状
。

関東大震災で壊滅的な被害　　を受けた神保町の街並み
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▶
右
側
の
高
い
塔
の
建
物
は
文
房
堂
。
左
奥
に
は
靖
国
神
社
の
大
鳥
居
が
見
え
る
。

▼神保町で市電が無残に焼け落ちている。

▼小川町交差点付近からニコライ堂を望む。

関東大震災で壊滅的な被害　　を受けた神保町の街並み
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っ
た
神
保
町
。
し
か
し
こ
の
街
は
、
そ
こ

か
ら
驚
異
的
な
力
で
立
ち
上
が
り
、『
東

京
古
書
店
組
合
五
十
年
史
』
に
も
、
罹
災

し
た
神
田
の
古
書
店
の
「
ほ
と
ん

ど
が
同
年
内
に
バ
ラ
ッ
ク
建
の
仮

店
舗
で
早
々
に
営
業
を
開
始
し
て

い
た
」
と
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
学
図
書
館
や
公
共

図
書
館
の
蔵
書
が
焼
失
し
て
し
ま

っ
た
た
め
緊
急
の
需
要
が
増
え

て
、
古
書
業
者
は
関
西
方
面
へ
出

向
い
て
買
い
入
れ
を
行
い
、
そ
の

需
要
に
応
え
て
い
っ
た
の
で
す
。

路
面
電
車
が
開
通
し
た
こ
と
で
、 

各
地
か
ら
神
保
町
へ
人
が
来
る

　

神
保
町
の
発
展
は
、
路
面
電
車

網
の
整
備
が
大
き
い
要
因
で
、
最

盛
期
に
は
神
保
町
交
差
点
に
７
系

統
の
市
電
（
都
電
）
が
走
り
ま
し

た
。最
初
に
敷
か
れ
た
軌
道
は
、

小
川
町
か
ら
九
段
上
に
至
る
現
在

春
日
町
間
で
、
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年

４
月
の
こ
と
で
し
た
。

　

震
災
に
よ
る
帝
都
復
興
計
画
で
は
、
九

の
靖
国
通
り
上
で
、
１
９
０
４
（
明
治

37
）
年
12
月
。
ま
た
、
現
在
の
白
山
通
り

を
最
初
に
電
車
が
走
っ
た
の
は
神
保
町
〜

▲1903（明治36）年、東京市街鉄道が開通。イメージの絵葉書は「（帝都名所）神田区神
保町通り」（上）と「（帝都名所）九段坂及び神田方面遠望」（下）。
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▶
日
本
観
光
自
動
車
協
会
発
行
『
東
京
市

内
遊
覧
』。
地
図
の
右
に
は
九
段
坂
と
御
茶

ノ
水
に
挟
ま
れ
て
、
し
っ
か
り
と
「
神
田

書
店
街
」
が
あ
る
。

▶
世
界
一
の
古
書
店
街
に
は
東
京
古
書
会
館
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
曜
日
ご
と
に
ジ
ャ
ン
ル
別
の
古
書
の
売
買
が
行
わ
れ
、「
東

京
古
典
会
」「
明
治
古
典
会
」
の
よ
う
に
独
特
の
名
前
が
つ
い

て
い
る
。
写
真
は
昔
の
東
京
古
書
会
館
。

◀
今
は
な
き
2
軒
連
な
る
「
三
鈴
堂
眼
鏡
店
」
と
「
本
と
街
の
案
内
所
」
の
看

板
建
築
。
右
は
、
上
か
ら
見
る
と
こ
ん
な
感
じ
。
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段
坂
の
勾
配
が
緩
や
か
に
な
り
、
拡
幅
さ

れ
た
靖
国
通
り
と
接
続
さ
れ
る
と
、
神
保

町
は
以
前
に
も
増
し
て
交
通
の
要
衝
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
電
車
網
の
発
展
と
靖
国
通
り
が
で

き
た
こ
と
で
物
流
が
整
備
・
拡
大
さ
れ
、

書
店
街
復
活
の
大
き
な
要
因
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
飲
食
店
や
商
店
も
活

気
づ
い
て
、
街
に
賑
わ
い
が
戻
っ
て
き
た

の
で
す
。

　

当
時
の
『
東
京
市
内
遊
覧
』（
前
頁
）の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
神
田
書
店
街
」
の

文
字
が
躍
り
、
観
光
地
と
し
て
も
注
目
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

商
店
街
の
中
心
地
が
南
神
保
町
か
ら
駿
河

台
下
〜
神
保
町
交
差
点
に
か
け
て
の
靖
国

通
り
沿
い
に
移
り
、
現
在
の
古
書
店
が
立

ち
並
ぶ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
に
建
て
ら
れ
た
の

が
、
建
物
の
表
面
に
タ
イ
ル
や
銅
板
、
モ

ル
タ
ル
な
ど
で
意
匠
を
凝
ら
し
た
「
看
板

建
築
」
で
す
。
今
で
は
取
り
壊
さ
れ
て
ビ

ル
化
し
、
現
存
す
る
の
は
僅
か
に
な
り
ま

し
た
が
実
に
趣
の
あ
る
建
物
で
す
。

カ
フ
ェ
ー
街
「
新
天
地
」
に
は
、 

ネ
オ
ン
と
ジ
ャ
ズ
が
溢
れ
て
い
た

　

時
代
は
昭
和
に
入
り
、
神
保
町
で
急
速

に
発
展
し
て
い
っ
た
の
が
カ
フ
ェ
ー
街

（
喫
茶
店
街
）
で
し
た
。
喫
茶
店
と
い
っ

て
も
、
当
時
の
カ
フ
ェ
ー
は
純
喫
茶
で
は

な
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
あ
り
、
女
給
の
色

気
を
売
り
に
す
る
店
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
学
生
街
に
建
ち
始
め
た
の
で
す
。

　

当
時
の
東
京
を
考
証
し
た
民
俗
学
研
究

者
で
、
建
築
学
や
意
匠
な
ど
に
造
詣
が
深

い
今 
和
次
郎
は
、『
新
版
大
東
京
案
内
』

（
１
９
２
９
〈
昭
和
４
〉
年
）
の
な
か
で

「
神
田
の
神
保
町
近
く
に
、
カ
フ
ェ
ー
街

の
出
現
し
た
の
は
、
注
目
す
べ
き
現
象
で

あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
ま
す
。

　
「
バ
ー
と
喫
茶
店
を
兼
ね
た
瀟
洒
な
カ

フ
ェ
ー
が
、
裏
通
り
一
面
に
撒
き
散
ら
さ

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」「
夜
な
ど
大
学
生

が
、
遊
廓
を
ひ
や
か
す
よ
う
に
し
て
こ
の

カ
フ
ェ
ー
街
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
有
様

…
…
」
と
嘆
い
て
も
い
ま
す
。
実
際
に
、

不
良
学
生
の
た
ま
り
場
、
犯
罪
の
温
床
と

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
警
察
も
警
戒
し
、

当
時
の
新
聞
で
も
次
の
よ
う
に
酷
評
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
「
不
良
少
年
、少
女
の
ば
つ
こ
て
う
り
よ

う
と
云
へ
ば
、
そ
の
背
景
に
必
ず
何
々
カ

フ
エ
ー
の
名
が
出
で
、
警
察
や
司
法
当
局

者
等
は
学
生
の
堕
落
や
犯
罪
が
カ
フ
エ
ー

を
中
心
と
し
て
発
生
さ
れ
る
こ
と
を
十
二

分
に
認
め
て
ゐ
る
。
明
大
、
中
大
、
専
修

其
他
を
控
へ
た
神
田
に
は
、
い
ま
九
百
二

十
数
軒
の
カ
フ
エ
ー
が
あ
る
。」『
東
京
朝

日
新
聞
』（
１
９
２
５
年
４
月
29
日
）

　

こ
の
カ
フ
ェ
ー
街
は
靖
国
通
り
の
南
側

に
も
北
側
に
も
点
在
し
て
い
ま
し
た
が
、

最
も
大
規
模
に
展
開
し
て
い
た
の
は
、
す

ず
ら
ん
通
り
の
南
側
に
あ
っ
た
「
新
天

地
」
と
呼
ば
れ
る
エ
リ
ア
で
し
た
。
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『
大
東
京
う
ま
い
も
の
食
べ
あ
る
記
』

（
白
木
正
光
編
／
１
９
３
３
〈
昭
和
８
〉

年
版
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
東
京
堂
側
の
こ
が
ね
寿
司
の
横
丁
を

曲
が
る
と
、
忽
ち
展
開
す
る
ネ
オ
ン
サ
イ

ン
と
ジ
ャ
ズ
の
狂
騒
曲
を
、
初
め
て
見
聞

す
る
人
々
は
、
必
ず
び
っ
く
り
す
る
で
あ

り
ま
せ
う
。
全
く
何
時
の
ま
に
か
う
も
激

し
い
変
わ
り
方
を
し
た
も
の
か
、
軒
並
の

全
部
が
喫
茶
店
、
カ
フ
ェ
ー
で
、
そ
し
て

例
の
ネ
オ
ン
と
ジ
ャ
ズ
の
満
艦
飾
街
を
現

▶
１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
頃
、
艶
め
か
し
い
ネ
オ
ン
が
眩
し
い
新
天
地
の
カ
フ
ェ
ー
街
の
様
子
。

◀
カ
フ
ェ
ー
街
を
酷
評
す
る
紙
面
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
１
９

２
５
年
4
月
29
日
）
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出
し
て
ゐ
る
の
で
す
」

　

谷
崎
精
二
の
「
神
保
町
辺
」（
10
頁
参

照
）
に
は
、「
銀
座
の
カ
フ
ェ
ー
へ
は
紳

士
で
な
い
と
は
い
り
難
い
様
に
、
神
田
の

カ
フ
ェ
ー
で
は
学
生
で
な
い
と
肩
身
が
狭

い
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
「
新
天
地
」
に
限
ら
ず
、
神
保
町
周
辺

に
あ
っ
た
カ
フ
ェ
ー
が
学
生
（
＝
モ
ダ
ン

ボ
ー
イ
）
を
対
象
に
し
た
店
で
、
前
出
の

『
大
東
京
う
ま
い
も
の
食
べ
あ
る
記
』
に

は
、
女
給
さ
ん
も
「
ず
ぶ
の
素
人
臭
い

女
」
や
「
断
髪
の
少
女
」
が
多
か
っ
た
と

あ
り
ま
す
。
そ
の
彼
女
た
ち
が
「
コ
ッ
テ

リ
と
塗
っ
て
、
よ
く
明
治
の
校
歌
の
斉
唱

で
す
」
と
は
、
な
ん
と
も
楽
し
げ
な
光
景

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
が
、
今
も
学

生
街
風
の
喫
茶
店
が
多
く
残
る
こ
の
街
の

特
徴
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
国
人
留
学
生
が
闊
歩
し
た 

チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
神
保
町

　
〝
食
〞
も
ま
た
、
神
保
町
の
学
生
街
を

前
提
に
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

谷
崎
精
二
が
著
書
「
神
保
町
辺
」
で
、

「
神
保
町
付
近
に
は
カ
フ
ェ
ー
や
レ
ス
ト

ラ
ン
が
沢
山
軒
を
並
べ
て
い
る
が
、
ど
れ

も
学
生
向
の
安
直
な
物
ば
か
り
で
あ
る
」

と
苦
言
を
呈
し
た
あ
と
に
取
り
上
げ
た
の

が
、
今
も
神
保
町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
も

い
う
べ
き
洋
食
店
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
「
ラ
ン
チ

ョ
ン
」
で
す
。
曰
く
、「
こ
ゝ
で
は
昔
か

ら
給
仕
人
に
女
を
置
か
な
い
で
さ
っ
ぱ
り

し
て
い
て
い
ゝ
」
と
あ
り
ま
す
。
ラ
ン
チ

ョ
ン
は
猥
雑
な
カ
フ
ェ
ー
と
は
一
線
を
画

し
た
、
当
時
か
ら
一
般
人
や
著
名
人
が
訪

れ
る
人
気
の
洋
食
店
で
し
た
。

▼周恩来の生まれ故郷・江浙地方の家庭料理が味わえる「漢陽楼」
は、孫文も常連だった。
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ま
た
、
神
保
町
の
〝
食
〞
に
欠
か
せ
な

い
の
が
中
国
料
理
店
で
す
。
日
清
戦
争
後

の
１
８
９
５
（
明
治
28
）
年
に
来
日
し
た

中
国
人
留
学
生
た
ち
が
、
日
本
の
大
学
で

学
ぶ
た
め
に
、
大
学
が
多
く
集
ま
る
こ
こ

神
保
町
界
隈
に
住
み
始
め
る
の
は
自
明
の

理
で
し
た
。

　

留
学
生
向
け
の
日
本
語
学
校
も
あ
っ
た

た
め
、「
中
国
人
留
学
生
の
街
」
と
い
う

側
面
を
持
ち
、
彼
ら
の
胃
袋
を
満
た
す
た

め
に
故
郷
の
味
を
提
供
す
る
中
国
料
理
店

が
次
々
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
、

神
田
今
川
小
路
に
留
学
生
相
手
の
郷
土
料

理
店
を
始
め
た
「
維
新
號
」
を
皮
切
り

に
、
１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
に
「
揚
子

江
菜
館
」
が
、
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年

に
「
漢
陽
楼
」
が
開
店
す
る
な
ど
、
多
く

の
中
国
料
理
店
が
集
ま
り
ま
し
た
。
な
か

で
も
「
漢
陽
楼
」
は
、
１
９
１
７
（
大
正

６
）
年
に
留
学
生
と
し
て
来
日
し
た
周
恩

来
の
伝
記
的
自
伝
『
周
恩
来　

十
九
歳
の

東
京
日
記
』（
小
学
館
文
庫
）
に
も
登
場

し
ま
す
。〝
中
国
革
命
の
父
〞
と
呼
ば
れ

た
孫
文
も
、
漢
陽
楼
の
常
連
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
中
国
最
高
級
の
食
材
・
上
海

蟹
で
有
名
な
「
新
世
界
菜
館
」
は
意
外
に

新
し
く
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
ま
も
な
く

の
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
創
業
で
す
。

空
襲
に
も
見
舞
わ
れ
る
も
、 

奇
跡
的
に
焼
失
を
免
れ
た
古
書
店
街

　

昭
和
の
初
め
、
１
９
２
９
（
昭
和
４
）

年
に
始
ま
っ
た
世
界
恐
慌
は
、
経
済
問
題

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
第
二
次
世
界
大
戦

の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
と
も
い
え
る
大

▲中国人留学生に日本語を教える東亜高等予備学校の跡地・愛全公
園にある周恩来の碑。
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事
件
で
し
た
。

　
「（
昭
和
）
五
年
頃
か
ら
の
不
景
気
風
は

神
田
古
書
店
街
に
も
容
赦
な
く
吹
き
荒
れ

た
」「
暗
殺
事
件
の
頻
発
、
マ
ル
キ
シ
ズ

ム
の
弾
圧
、
七
年
の
満
州
国
独
立
、
五
・

一
五
事
件
…
…
」
と
『
東
京
古
書
店
組
合

五
十
年
史
』
に
あ
り
ま
す
が
、
迫
り
く
る

戦
争
の
影
が
、
本
の
街
に
影
響
し
な
い
わ

け
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

途
中
、
や
や
景
気
が
回
復
し
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
が
、
１
９
４
１
（
昭
和
16
）

年
12
月
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
物
資

の
調
達
が
難
し
く
な
り
、
物
価
上
昇
を
抑

え
る
た
め
に
政
府
の
指
示
で
あ
ら
ゆ
る
物

に
公
定
価
格
が
で
き
ま
し
た
。

　

古
書
も
例
外
で
は
な
く
、
商
工
省
か
ら

通
達
が
あ
り
、
公
定
価
格
が
決
め
ら
れ
、

警
視
庁
か
ら
も
市
場
の
名
称
を
「
交
換

会
」
に
変
え
ら
れ
た
り
す
る
干
渉
が
あ
り

ま
し
た
。
古
書
組
合
員
も
勤
労
動
員
に
駆

り
出
さ
れ
た
り
し
て
、「
商
売
と
し
て
は

最
低
の
路
線
を
た
ど
っ
た
」
と
『
五
十
年

史
』
は
伝
え
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
東
京
は
大
空

襲
に
見
舞
わ
れ
、
神
保

町
周
辺
に
も
被
害
が
及

ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

１
９
４
５
（
昭
和
20
）

年
２
月
15
日
、
３
月
10

日
、
４
月
15
日
、
５
月

24
、
25
日
と
神
保
町
周

辺
へ
の
空
襲
が
あ
り
ま

し
た
が
、
古
書
店
街
の

主
要
な
場
所
だ
け
は
、

奇
跡
的
に
焼
失
を
免
れ

た
の
で
す
。

　

文
芸
評
論
家
の
野
田

宇
太
郎
は
、「
東
京
に

神
保
町
が
あ
る
と
い
ふ

こ
と
」（『
日
本
古
書
通
信
』
第
３
８
８
号

／
１
９
７
６
年
８
月
）
で
、
セ
ル
ゲ
イ
・

エ
リ
セ
ー
フ
と
い
う
ロ
シ
ア
人
学
者
の
進

言
に
よ
っ
て
、
神
保
町
が
意
図
的
に
空
襲

の
標
的
か
ら
外
さ
れ
た
と
い
う
説
を
提
示

し
て
い
ま
す
。

　
「
…
…
そ
れ
に
し
て
も
あ
の
苛
烈
な
戦

火
に
神
保
町
の
古
書
店
街
だ
け
は
焼
け
の

こ
つ
て
現
在
も
盛
業
を
つ
ゞ
け
て
ゐ
る
と

い
ふ
こ
と
は
、
果
し
て
偶
然
だ
け
の
こ
と

▼1937（昭和12）年には日中戦争が勃発し、すずらん通りの入口には「連合福
引大売出し」とともに、「祝南京陥落」と書いたプレートが掲げられた。
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ル
ド
ン
と
い
ふ
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
学
者
が

住
ん
で
居
ら
れ
て
、
し
づ
か
に
研
究
と
著

述
に
日
を
送
ら
れ
て
ゐ
る
。
小
さ
な
珈
琲

店
で
た
の
し
い
会
談
の
ひ
と
と
き
を
過
し

た
話
の
つ
い
で
に
、
わ
た
く
し
は
拙
著
を

差
し
上
げ
た
り
し
た
エ
リ
セ
ー
フ
さ
ん
の

だ
ら
う
か
。

　

神
奈
川
県

の
座
間
と
い

ふ
と
こ
ろ

に
、
エ
ミ
ー

ル
・
ガ
ス
パ

▲学生街にも軍靴の音が忍び寄り、明治大学でも学徒壮行会が開かれた。

▲戦時下は総動員態勢で人も物資も供給させられ、各地で愛国婦人会等が
活動した（写真はイメージ）。



22

こ
と
を
話
題
に
し
た
。

　

エ
リ
セ
ー
フ
さ
ん
の
名
が
出

た
と
き
ガ
ス
パ
ル
ド
ン
さ
ん
は

大
切
な
こ
と
を
思
ひ
出
し
た
と

い
ふ
や
う
に
、
静
か
に
い
は
れ

た
。『
神
保
町
が
ア
メ
リ
カ
軍

の
爆
撃
目
標
か
ら
外
さ
れ
た
の

も
、
エ
リ
セ
ー
フ
さ
ん
の
進
言

が
マ
ツ
ク
ア
ー
サ
ー
将
軍
に
と

り
あ
げ
ら
れ
た
か
ら
だ
と
聞
き

ま
し
た
。
エ
リ
セ
ー
フ
さ
ん
か

ら
直
接
聞
い
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
パ
リ
の
学
者
間
で
は

も
つ
ぱ
ら
の
噂
で
し
た
』」

　

ま
た
、
経
済
学
者
の
大
塚
金

之
助
は
、『
終
戦
直
後
の
東
京

の
古
本
屋
街
〜
一
九
四
五
（
昭

和
二
〇
）年
〜
』と
い
う
エ
ッ
セ

イ
で
、
終
戦
直
後
の
神
保
町
界

隈
を
次
の
よ
う
に
記
し
ま
し
た
。

　
「
こ
の
古
本
屋
街
の
う
ち
、

駿
河
台
下
か
ら
神
保
町
交
叉
点

ま
で
の
北
側
は
戦
災
で
全
焼
し
、
神
保
町

交
叉
点
か
ら
水
道
橋
へ
向
う
両
側
の
古
本

屋
も
一
軒
の
こ
ら
ず
焼
け
て
い
て
、
の
こ

っ
た
の
は
、
駿
河
台
下
か
ら
神
保
町
交
叉

点
ま
で
の
南
側
と
、
神
保
町
交
叉
点
か
ら

九
段
下
ま
で
の
南
北
両
側
と
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
疎
開
し
、
あ
る
も

の
は
閉
店
し
て
い
て
、
約
半
分
ぐ
ら
い
が

営
業
し
て
い
る
」

　

戦
災
は
免
れ
た
も
の
の
、
本
の
品
薄
状

態
は
続
き
ま
す
。
し
か
し
終
戦
に
よ
っ
て

新
制
大
学
の
本
の
需
要
は
高
ま
り
、
ま
た
、

旧
家
か
ら
貴
重
な
本
が
放
出
さ
れ
て
、
神

保
町
は
再
び
不
死
鳥
の
よ
う
に
蘇
り
ま

す
。
主
要
な
部
分
が
な
ん
と
か
戦
災
を
免

れ
た
古
書
店
街
│
│
昭
和
初
期
の
姿
・
形

を
今
も
残
し
て
い
る
の
は
、
空
襲
を
免
れ

た
奇
跡
的
な
幸
運
と
、
人
々
の
本
に
対
す

る
愛
情
の
賜
物
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
終
戦
後
の
経
済
発
展
と
と
も
に
本
の

街
・
神
保
町
も
活
況
を
呈
し
、
平
成
時
代

へ
と
歩
み
を
進
め
て
い
く
の
で
す
。

▲エリセーフの進言によって、戦禍を免れたといわれている神保町古書店街（赤色が焼失した地域）。
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夏
目
漱
石
が
作
品
中
に
描
い
た 

神
保
町
の
〝
原
風
景
〞

　

神
田
猿
楽
町
の
お
茶
の
水
小
学
校

（
旧
・
錦
華
小
学
校
）
の
一
角
に
『
明
治

十
一
年　

夏
目
漱
石　

錦
華
に
学
ぶ
』
と

書
か
れ
た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
夏
目
漱
石

（
本
名
／
塩
原
金
之
助
）
は
錦
華
小
学
校

に
学
び
、
駿
河
台
の
成
立
学
舎
で
英
語
を

学
ん
だ
あ
と
、
表
神
保
町
の
東
京
帝
国
大

学
予
備
門
に
入
学
し
て
猿
楽
町
に
下
宿

し
、
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
作
品
の

中
で
も
、
街
の
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

　
『
そ
れ
か
ら
』
で
は
、「
裏
神
保
町
の
宿

屋
」
が
登
場
し
ま
す
。
銀
行
マ
ン
と
し
て

関
西
に
赴
任
し
た
も
の
の
、
リ
ス
ト
ラ
さ

れ
て
東
京
に
舞
い
戻
っ
て
き
た
主
人
公
・

代
助
の
友
人
。
そ
の
と
き
に
仮
宿
し
た
の

が
裏
神
保
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
『
門
』
で
は
、
主
人
公
・
宗
助
が
日
曜

日
、
気
晴
ら
し
に
神
保
町
を
散
歩
す
る
場

面
で
書
店
が
登
場
し
ま
す
。

　
「
宗
助
は
駿
河
台
下
で
電
車
を
降
り

た
。
降
り
る
と
す
ぐ
右
側
の
窓
硝
子
の
中

に
美
し
く
並
べ
て
あ
る
洋
書
に
眼
が
付
い

た
。
宗
助
は
し
ば
ら
く
そ
の
前
に
立
っ

て
、
赤
や
青
や
縞
や
模
様
の
上
に
、
鮮
か

に
叩
き
込
ん
で
あ
る
金
文
字
を
眺
め
た
」

　
『
こ
こ
ろ
』
で
は
、
先
生
が
友
人
Ｋ
と

女
性
を
め
ぐ
る
決
定
的
な
や
り
と
り
の
あ

と
で
逃
げ
る
よ
う
に
外
出
す
る
場
面
。

　
「
私
は
猿
楽
町
か
ら
神
保
町
の
通
り
へ

出
て
、
小
川
町
の
方
へ
曲
り
ま
し
た
。
私

が
此
界
隈
を
歩
く
の
は
、
い
つ
も
古
本
屋

を
ひ
や
か
す
の
が
目
的
で
し
た
が
、
其
日

は
手
摺
れ
の
し
た
書
物
な
ど
を
眺
め
る
気

が
、
何
う
し
て
も
起
ら
な
い
の
で
す
」

　

漱
石
は
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
、
岩

波
書
店
か
ら
『
こ
こ
ろ
』
を
出
版
し
、
創

業
者
・
岩
波
茂
雄
の
一
高
時
代
の
学
友
・

藤
村
操
が
『
巌
頭
之
感
』
を
残
し
て
日

光
・
華
厳
の
滝
に
投
身
自
殺
し
た
と
き

▲靖国通りと白山通りの2大幹線
道路が交差する神保町。

な
る
ほ
ど
神
保
町
！

文
化
・
エ
ン
タ
メ
よ
も
や
ま
話

い
か
に
し
て
“
本
の
街
”
は
で
き
た
の
か

【
第
２
部
】

特 集
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に
、
岩
波
自
身
が
受
け
た
衝
撃
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
以
後
、
岩
波
書
店
は
漱
石
作
品
の

出
版
を
手
が
け
、
１
９
１
６
（
大
正
５
）

年
12
月
に
漱
石
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
、

『
漱
石
全
集
』
を
刊
行
し
て
、
経
営
を
軌

道
に
乗
せ
て
い
き
ま
す
。

芥
川
が
谷
崎
を
誘
っ
て
、 

カ
フ
ェ
ー
で
暇
つ
ぶ
し
！？

　

世
界
最
大
の
書
店
街
で
あ
る
神
保
町
に

は
、
夏
目
漱
石
の
ほ
か
に
も
多
く
の
作
家

が
住
み
、
ま
た
訪
れ
ま
し
た
。
森
鴎
外
の

『
雁
』
や
『
渋
江
抽
斎
』、
二
葉
亭
四
迷
の

『
浮
雲
』
な
ど
、
文
学
作
品
に
も
神
保
町

は
頻
繁
に
登
場
し
ま
す
。

　

24
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
樋
口
一
葉

は
１
８
８
８
（
明
治
21
）
年
の
秋
、
高
輪

か
ら
表
神
保
町
に
引
っ
越
し
、
神
田
淡
路

町
に
転
居
す
る
ま
で
同
所
で
暮
ら
し
、

『
十
三
夜
』
に
は
そ
の
当
時
の
こ
と
を
描

い
て
い
ま
す
。

　

１
８
８
６
（
明
治
19
）
年
に
日
本
橋
蠣

殻
町
に
生
ま
れ
た
谷
崎
潤
一
郎
も
、
東
京

帝
国
大
学
生
だ
っ
た
頃
は
、
一
家
で
神
保

町
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
谷
崎
と
一

緒
に
神
田
の
古
書
店
街
を
ひ
や
か
し
な
が

ら
、
裏
神
保
町
の
カ
フ
ェ
ー
で
暇
つ
ぶ
し

（
！？
）
を
し
た
の
が
芥
川
龍
之
介
で
す
。

▶
お
茶
の
水
小
学
校
（
旧
錦
華
小
学
校
）
に
は
夏
目
漱
石

の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
石
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
。

▼貴重な卒業証書。
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「
僕
は
或
初
夏
の
午
後
、
谷
崎
氏
と
神

田
を
ひ
や
か
し
に
出
か
け
た
。
谷
崎
氏
は

そ
の
日
も
黒
背
広
に
赤
い
襟
飾
り
を
結
ん

で
ゐ
た
。
僕
は
こ
の
壮
大
な
る
襟
飾
り

に
、
象
徴
せ
ら
れ
た
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ

ム
を
感
じ
た
。
尤
も
こ
れ
は
僕
ば
か
り
で

は
な
い
。
往
来
の
人
も
男
女
を
問
は
ず
、

僕
と
同
じ
印
象
を
受
け
た
の
で
あ
ら
う
。

す
れ
違
ふ
度
に
谷
崎
氏
の
顔
を
じ
ろ
じ
ろ

見
な
い
も
の
は
一
人
も
な
か
つ
た
」（
岩

波
書
店
刊
『
芥
川
龍
之
介
全
集
』
第
十
巻

「
谷
崎
潤
一
郎
氏
」
よ
り
）

　
「
そ
の
内
に
僕
等
は
裏
神
保
町
の
或
カ

ッ
フ
エ
へ
腰
を
下
し
た
。
何
で
も
喉
の
渇

い
た
た
め
、
炭
酸
水
か
何
か
飲
み
に
は
ひ

っ
た
の
で
あ
る
。
僕
は
飲
み
も
の
を
註
文

し
た
後
も
、
つ
ら
つ
ら
谷
崎
氏
の
喉
も
と

に
燃
え
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
烽
火
を

眺
め
て
ゐ
た
」（
同
前
）

　

す
で
に
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、「
裏
神

保
町
」
と
は
現
在
の
す
ず
ら
ん
通
り
と
靖

国
通
り
に
挟
ま
れ
た
一
角
で
、「
表
神
保

町
」「
裏
神
保
町
」
と
も
、
明
治
か
ら
大

正
期
に
書
か
れ
た
小
説
や
随
筆
に
よ
く
登

場
し
ま
す
。
す
で
に
そ
の
頃
は
カ
フ
ェ
ー

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
古
書
店
街
を
散
策

中
に
多
く
の
作
家
た
ち
が
立
ち
寄
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。

　

芥
川
龍
之
介
は
神
保
町
の
カ
フ
ェ
ー
を

舞
台
に
し
て
、
若
い
女
給
さ
ん
を
主
人
公

に
し
た
短
編
も
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
神
田
神
保
町
辺
の
あ
る
カ
ッ
フ
ェ

に
、
お
君き
み

さ
ん
と
云
う
女
給
仕
が
い
る
。

年
は
十
五
と
か
十
六
と
か
云
う
が
、
見
た

所
は
も
っ
と
大
人
ら
し
い
。
何
し
ろ
色
が

白
く
つ
て
、
眼
が
涼
し
い
か
ら
、
鼻
の
先

が
少
し
上
を
向
い
て
い
て
も
、
と
に
か
く

一
通
り
の
美
人
で
あ
る
。
そ
れ
が
髪
を
ま

ん
中
か
ら
割
っ
て
、
忘
れ
な
草
の
簪
を
さ

し
て
、
白
い
エ
プ
ロ
ン
を
か
け
て
、
自
働

ピ
ア
ノ
（
※
原
文
マ
マ
／
穴
を
あ
け
た
紙

に
記
録
さ
れ
た
楽
譜
を
読
み
取
っ
て
自
動

的
に
ピ
ア
ノ
演
奏
が
で
き
る
機
械
／
編
集

部
注
）
の
前
に
立
っ
て
い
る
所
は
、
と
ん

と
竹
久
夢
二
君
の
画
中
の
人
物
が
抜
け
出

し
た
よ
う
だ
」（
ち
く
ま
文
庫
『
芥
川
龍

之
介
全
集
３
』「
葱
」
よ
り
）

　

カ
フ
ェ
ー
の
女
給
仕
も
、
カ
フ
ェ
ー
に

集
う
物
書
き
や
学
生
た
ち
の
話
題
、
彼
ら

と
の
さ
り
げ
な
い
会
話
か
ら
、
文
学
や
音

楽
、
美
術
な
ど
の
芸
術
的
な
関
心
を
呼
び

起
こ
し
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な

と
こ
ろ
か
ら
も
、
古
き
良
き
時
代
の
神
保

町
の
様
子
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
司
馬
遼
太
郎
は
『
街
道
を
ゆ
く

36　

本
所
深
川
散
歩
・
神
田
界
隈
』
の
中

で
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
同
じ
神
田
界
隈
で
も
、
自
然
地
理
学

的
に
み
て
、
高
低
が
あ
る
。

　

明
治
大
学
や
ニ
コ
ラ
イ
堂
な
ど
の
あ
る

駿
河
台
が
丘
で
あ
る
の
に
対
し
、
界
隈
の

南
端
は
ひ
く
い
。

　

低
所
か
ら
ふ
れ
る
。

　

い
ま
の
一
橋
講
堂
や
共
立
女
子
大
、
あ

る
い
は
学
士
会
館
が
あ
る
あ
た
り
で
あ

る
。



26

数多くの作家たちが愛
した神保町。好きな作
家の本を、お気に入り
の喫茶店で読むのも至
極のひと時だ。

ギャラリー喫茶店 古瀬戸
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交
叉
点
に
立
っ
て
み
る
と
、
こ
の
あ
た

り
は
沼
地
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
気
が

し
て
く
る
。
帰
宅
し
て
し
ら
べ
て
み
た
と

こ
ろ
、
ど
う
や
ら
家
康
の
関
東
入
国
の
こ

ろ
は
そ
の
よ
う
だ
っ
た
ら
し
い
。
沼
と
い

っ
て
も
、
ま
わ
り
の
地
形
か
ら
み
て
、
ご

く
浅
い
遊
水
池
程
度
だ
っ
た
か
と
お
も
え

る
」

　

ほ
か
に
も
、
漱
石
と
大
学
で
同
級
に
な

り
、
猿
楽
町
に
下
宿
し
て
い
た
正
岡
子

規
、
ド
イ
ツ
語
学
校
に
通
う
た
め
現
・
西

神
田
二
丁
目
に
あ
っ
た
西
周
宅
に
下
宿
し

て
い
た
森
鴎
外
、
漱
石
や
子
規
よ
り
も
５

歳
年
下
の
樋
口
一
葉
は
、
表
神
保
町
や
神

田
淡
路
町
で
暮
ら
し
ま
し
た
。
寺
田
寅

彦
、
永
井
荷
風
、
斎
藤
茂
吉
な
ど
も
神
保

町
と
所
縁
が
あ
り
、
小
説
や
随
筆
で
描
写

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
代
の
作
家
で
も
、
た
と
え
ば

『
ま
れ
に
み
る
バ
カ
』
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

に
な
っ
た
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
勢
古
浩
爾

（
明
大
卒
）
は
、『
定
年
後
の
リ
ア
ル
』

（
草
思
社
文
庫
）
で
こ
う
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
も
う
朝
早
く
起
き
て
勤
め
に
出
る
こ

と
も
な
い
、
好
き
な
時
間
に
起
き
て
、
気

の
向
い
た
こ
と
を
す
れ
ば
よ
い
。
も
う
贅

沢
は
言
わ
な
い
。
今
日
の
昼
は
、
久
し
ぶ

り
に
お
茶
の
水
に
出
て
、
キ
ッ
チ
ン
南
海

の
カ
ツ
カ
レ
ー
で
も
食
べ
る
か
、
だ
け
で

も
い
い
」

　

逢
坂
剛
、
鹿
島
茂
、
森
ま
ゆ
み
な
ど
、

現
在
も
足
繁
く
神
保
町
に
通
い
詰
め
て
、

〝
神
保
町
沼
〞
を
抜
け
ら
れ
な
い
作
家
・

文
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
突
き
詰
め
れ

ば
、
神
保
町
と
い
う
街
は
「
文
学
」
と
は

切
っ
て
も
切
れ
な
い
恋
仲
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

映
画
館
も
花
盛
り
、 

文
化
の
香
り
高
き
神
保
町

　

意
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
神
保

町
は
か
つ
て
は
映
画
の
街
で
し
た
。
映
画

は
当
時
「
活
動
写
真
」
と
呼
ば
れ
て
い

て
、
東
京
で
最
初
に
公
開
さ
れ
た
の
は
１

８
９
７
（
明
治
30
）
年
３
月
、
神
田
錦
町

三
丁
目
に
あ
っ
た
「
錦き
ん

輝き

館か
ん

」
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
錦
輝
館
は
１
８
９
１
（
明

治
24
）
年
に
建
て
ら
れ
た
集
会
や
演
説
会

の
た
め
の
貸
席
で
、
場
所
は
現
在
の
神
田

税
務
署
付
近
に
あ
り
ま
し
た
。

　

上
映
さ
れ
た
活
動
写
真
に
つ
い
て
、
永

井
龍
男
（
明
治
37
年
、
猿
楽
町
生
ま
れ
）

の
自
伝
小
説
『
石
版
東
京
図
絵
』
に
は
、

「
外
国
の
風
景
と
か
、
外
国
婦
人
の
ダ
ン

ス
だ
と
か
い
う
、
ご
く
短
い
実
写
フ
ィ
ル

ム
が
、
た
だ
人
間
が
動
き
汽
車
が
走
っ
て

見
え
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
も
の
す
ご

い
反
響
」
を
呼
び
、「
高
額
な
入
場
料
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
昼
夜
二
回
の
興
行
を
、

数
日
間
日
延
べ
す
る
ほ
ど
の
大
当
た
り
を

と
っ
た
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
永
井
荷
風
『
濹
東
綺
譚
』
の
冒

頭
に
も
錦
輝
館
が
登
場
し
ま
す
。

　
「
明
治
三
十
年
頃
で
も
あ
ろ
う
。
神
田

錦
町
に
あ
っ
た
貸
席
錦
輝
館
で
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
市
街
の
光
景
を
写
し
た
も
の
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を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
活
動
写
真
と
い

う
言
葉
の
で
き
た
の
も
恐
ら
く
は
そ
の
時

分
か
ら
で
あ
ろ
う
」

　

動
く
風
景
を
上
映
し
た
だ
け
で
も
大
入

り
だ
っ
た
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
映
画
が

い
か
に
物
珍
し
か
っ
た
か
が
わ
か
り
ま

す
。
残
念
な
が
ら
錦
輝
館
は
１
９
１
８

（
大
正
７
）
年
に
失
火
で
焼

失
し
ま
す
が
、
そ
の
後
、
常

設
の
活
動
写
真
館
が
相
次
い

で
建
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年

の
地
図
で
は
、
神
保
町
一
丁

目
に
「
神
田
日
活
館
」、
二

丁
目
に
「
東
洋
キ
ネ
マ
」

「
銀
映
座
」、
駿
河
台
下
小
川

町
三
丁
目
に
は
「
南
明
座
」

「
大
都
座
」
が
あ
り
、
昭
和

30
年
代
に
な
っ
て
も
、
神
田

日
活
館
、
東
洋
キ
ネ
マ
、
銀

映
座
、
南
明
座
は
健
在
で
し

た
。
宮
沢
賢
治
が
神
田
日
活
館
で
映
画
を

見
た
こ
と
を
『
神
田
の
夜
』
と
い
う
詩
に

残
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
す
べ
て

が
、
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
な
か
で
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
の

が
東
洋
キ
ネ
マ
で
、
１
９
９
２
（
平
成

４
）
年
ま
で
そ
の
姿
を
と
ど
め
て
い
ま
し

◀
さ
く
ら
通
り
に
あ
っ
た
「
東
洋
キ
ネ
マ
」。

▼
靖
国
通
り
に
あ
っ
た
「
神
田
日
活
館
」（
現

在
は
石
井
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
る
）。



29

た
。
東
洋
キ
ネ
マ
の
開
業
は
１
９
２

２
（
大
正
11
）
年
ま
で
遡
り
、
関
東

大
震
災
で
壊
れ
た
あ
と
、
１
９
２
８

（
昭
和
３
）
年
に
再
建
さ
れ
た
建
物

が
平
成
ま
で
残
っ
て
い
た
わ
け
で

す
。
映
画
館
と
し
て
は
昭
和
40
年
代

後
半
に
使
命
を
終
え
、
長
ら
く
倉
庫

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
の
専
大
前
交
差
点
の

北
側
に
あ
っ
た
「
銀
映
座
」
は
、
１

９
３
３
（
昭
和
８
）
年
築
の
震
災
復

興
名
建
築
と
し
て
知
ら
れ
ま
し
た

が
、
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
頃
に
は
な
く
な

り
、
現
在
は
新
し
い
ビ
ル
が
建
っ
て

い
ま
す
。

　

１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
に
建
て

ら
れ
た
「
神
田
日
活
館
」
は
、
洋
食

の
ラ
ン
チ
ョ
ン
や
ス
マ
ト
ラ
カ
レ
ー

共
栄
堂
の
並
び
に
あ
っ
た
映
画
館
で

し
た
。
残
念
な
が
ら
こ
の
映
画
館

は
、
１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
に
閉

館
と
な
り
ま
す
。

　

長
く
〝
映
画
の
街
〞
と
し
て
親
し
ま
れ

た
神
保
町
で
す
が
、
今
そ
の
流
れ
は
、
１

９
７
４
（
昭
和
49
）
年
か
ら
世
界
の
埋
も

れ
た
名
作
映
画
の
発
掘
上
映
を
行
っ
て
い

る
「
岩
波
ホ
ー
ル
」
や
、
昭
和
の
懐
か
し

い
映
画
を
中
心
に
上
映
し
て
い
る
小
学
館

直
営
の
「
神
保
町
シ
ア
タ
ー
」（
吉
本
興

業
運
営
の
お
笑
い
劇
場
「
神
保
町
花
月
」

併
設
）
な
ど
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

画
一
化
し
て
い
く
学
生
街 

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
街
と
変
わ
ら
な
い
！？

　

さ
て
昭
和
の
高
度
成
長
期
、
学
生
街
に

も
微
妙
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
刊
の
東
京
ガ
イ

ド
誌
『
世
界
の
シ
ョ
ー
』（
新
風
社
）
に

は
「
近
頃
の
神
田
」
と
題
し
て
、
学
生
数

や
新
校
舎
の
増
改
築
が
め
ざ
ま
し
い
な

か
、「
表
通
り
か
ら
ち
ょ
っ
と
横
に
は
い

れ
ば
、
か
な
ら
ず
マ
ー
ジ
ャ
ン
屋
の
看
板

が
一
つ
や
二
つ
は
目
に
つ
く
」「
そ
の
か

▲▶東洋キネマの広告（大正期：
『東京朝日新聞』掲載）。
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わ
り
、
神
保
町
の
古
本
屋
街
で
、
な
け
な

し
の
金
を
は
た
い
て
参
考
書
を
買
う
よ
う

な
学
生
は
め
っ
き
り
へ
っ
た
よ
う
で
あ

る
」
と
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
と
異
な
る
の

は
、「
学
校
と
学
生
の

街
だ
け
に
夜
は
、
ど
こ

の
商
店
も
早
く
店
を
し

め
て
し
ま
い
、
歓
楽
は

よ
そ
の
街
に
ゆ
ず
っ
て

い
る
」
と
あ
る
こ
と
で
す
。
戦
前
の
「
新

天
地
」
が
神
保
町
に
再
建
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
そ
の
代
わ
り
、
ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ
シ

ッ
ク
を
聴
か
せ
る
音
楽
喫
茶
や
今
も
残
る

「
さ
ぼ
う
る
」「
ラ
ド
リ
オ
」「
ミ
ロ
ン
ガ
」

「
神
田
伯ぶ

剌ら

西じ

爾る

」「
茶
房
き
ゃ
ん
ど
る
」

▼1969（昭和44）年頃、駿河台下交差点付近のデモ隊。敷石を剥がして
投石に使った。

▶神保町やお茶の水
界隈では、洒落た喫
茶店が数多く存在し、
明大の卒業アルバム
でも紙面を割いた。
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て
、
世
界
的
に
本
格
化
し
た
学
生
運
動
の

波
が
日
本
に
も
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
学
費

値
上
げ
に
端
を
発
し
た
「
日
大
闘
争
」
が

激
化
し
、
夏
に
は
全
学
ス
ト
に
突
入
。
連

日
の
デ
モ
が
書
店
街
で
も
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
「
神
田
カ
ル
チ
ェ
・
ラ

タ
ン
闘
争
」
と
呼
び
ま
す
が
、
翌
１
９
６

９
（
昭
和
44
）
年
１
月
の
東
大
安
田
講
堂

と
い
っ
た
〝
純
喫
茶
〞
文

化
が
花
開
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
保
町
の
歴
史

で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

出
来
事
が
大
学
紛
争
で

す
。
１
９
６
８
（
昭
和
43
）

年
、
折
か
ら
の
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
泥
沼
化
を
受
け

事
件
の
際
も
、
駿

河
台
周
辺
は
騒
然

と
な
り
、
書
店
街

も
大
き
な
被
害
が

も
た
ら
さ
れ
た
こ

と
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
30

年
代
か
ら
40
年
代

に
か
け
て
は
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
に

悩
ま
さ
れ
て
い
た

の
で
、
１
９
７
２

（
昭
和
47
）
年
に

▲震災後の「看板建築」が立ち並ぶ1966
（昭和41）年頃の靖国通り古書店街。

◀駿河台下交差点。高度成長期のモータリ
ゼーションの波が特徴的だ。
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す
が
、
そ
の
中
で
も
神
保
町
の
古
書
店

は
、「
古
書
交
換
」
と
い
う
世
界
で
も
例

を
見
な
い
市
場
を
通
し
て
〝
古
書
〞
と
い

う
情
報
を
共
有
し
、
世
界
に
目
を
向
け
て

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伝
統
あ
る
新
刊
書
店
も
複
合
施

設
化
し
て
多
様
な
客
層
を
取
り
込
む
新
機

軸
を
打
ち
出
し
た
り
、
出
版
界
で
は
神
保

町
に
出
版
ク
ラ
ブ
ビ
ル
が
で
き
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
企
業
体
が
知
恵
を
出
し
て
活
性
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。
神
保
町
に
あ
る
多
く

の
大
学
も
「
社
会
連
携
」
と
い
う
部
署
を

つ
く
っ
て
神
保
町
の
街
の
あ
り
方
に
、
共

に
知
恵
を
出
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
か
ら
平
成
、
そ
し
て
令
和
の
時
代

に
な
り
、
ま
す
ま
す
変
貌
を
遂
げ
る
〝
本

の
街
〞
神
保
町
で
す
が
、
街
の
力
を
結
集

し
て
古
き
良
き
時
代
の
風
情
と
人
情
を
失

う
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
発
展
し
続
け

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
「
や
る
ぞ
！　

神
保
町
！
」

　
「
お
も
し
ろ
い
ぞ
！　

神
保
町
！
」

靖
国
通
り
の
岩
本
町
か
ら
九
段
下
ま
で
の

区
間
上
に
、
高
架
道
路
を
建
設
す
る
話
が

持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
元
の
商
店
や
事
務
所
は
、

街
の
景
観
を
損
な
い
、
街
を
沈
下
さ
せ
る

恐
れ
の
あ
る
高
架
道
路
に
一
致
団
結
し
て

反
対
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

高
架
道
路
建
設
計
画
は
中
止
さ
れ
、
神
保

町
は
今
の
街
並
み
が
保
全
さ
れ
３
本
の
地

下
鉄
が
通
る
交
通
の
要
に
な
っ
た
の
で
す
。

昭
和
か
ら
平
成
の
30
年
を
経
て
、 

令
和
の
時
代
も
、「
や
る
ぞ
！ 

神
保
町
！
」

　

さ
て
、
時
代
は
一
気
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
ま
す
。
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年
か

ら
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
に
か
け
て
の

バ
ブ
ル
景
気
は
、
神
保
町
の
地
価
を
異
常

に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
神
保
町

は
、
皆
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
情
報
化
時
代
に
な
り
、
書
物

の
あ
り
方
も
大
き
く
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま

▲共立女子大学・明治大学・東京大学・日本大学・東京都市大学・法政大学の、「神保町の街づ
くり」の研究成果をまとめた冊子。古書店街の将来像を考えるシンポジウムも行われた。
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